
　工業研究所では４月末に２件の特許登録がされ、

これまでに所有した特許権は通算９２件となりまし

た。先輩方の研究開発の努力の成果であり、大変

誇らしく思うとともにこれからも頑張らなければ

ならないと背筋の伸びる思いがします。昭和１２年

に現在の地でスタートして７０年あまりの間、技術

相談・指導にお応えしてこの地域の中小企業とと

もに歩んできており、特許件数はその成果の表れ

であると思っています。

　この地域は昔からものづくりの歴史をもった地

域でありました。江戸時代に大きく進展したか
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の技術は、和時計をつくる技術から始まり、

尾張の山
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として結実しましたが、これ

は当時としては群を抜いた先端技術であり、ロ

ボットの元祖だと言われています。また、尾張藩

の専売品であった木綿の生産は、その後の綿糸紡

績・綿織物業、毛糸紡績・毛織物業や人絹織物業

の発展につながったことは周知のとおりです。こ

うした繊維産業や伝統的工業の技術継承とその応

用によって機械器具が発明・改良され、企業化さ

れていきました。自動織機、紡績機を始めとした

機械器具工業やそれを補強する金属工業の成長が

その例です。

　また、第１２代名古屋市長大岩勇夫が提唱した

「中京デトロイト構想」を受け、地元企業の連携に

よって昭和７年、国内初の乗用車であるアツタ号

が完成しました。ここからこの地域の、いや日本

の基幹産業となる自動車産業が始まったわけです。

現在のこの地域の発展、ものづくり産業の集積は、

その時代のさまざまな試練を乗り越えようと、も

のづくりにかけた先人の情熱、血のにじむ努力と

発明の賜物であると思います。

　工業研究所は、この地域の中小企業の技術支援

を行ってきています。昨年度は２，４５９社から

１８，８００件余の技術相談をお受けしましたが、これ

からも皆様と手を携えてものづくりの伝統を支え

てまいります。
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ものづくりのＤＮＡ
－工研の特許に見るものづくり先進地域の伝統－

副所長　山内　康男　

　８月１日は「愛知の発明の日」であり、これは豊田佐吉が発明した自動織機の特許を取った日（明

治３１年）を記念して決められたものです。彼は、明治２４年に発明特許を取得した木製人力織機など１００

件を超える発明をしています。



　小型で高性能な電池が携帯電話をはじめとした

携帯機器を進化させ、さらなる高性能電源への

ニーズが電池の世代交代を進めています。９０年代

に登場したリチウムイオン二次電池（Ｌｉｔｈｉｕｍ

Ｉｏｎ ｓｔｏｒａｇｅ Ｂａｔｔｅｒｙ ：略称　ＬＩＢ）　は、携帯

電話やパソコン用電源として用いられて急速に普

及が進んでいます。充放電が可能な電池を二次電

池といいますが、二次電池の中でもＬＩＢは体積あ

たり、重量あたりに蓄える電気量が最も大きく、

コンパクトかつ軽量な蓄電池として利点が多いか

らです。最近ではハイブリッド自動車や電気自動

車への応用も進み、大容量かつ高耐久性ＬＩＢの開

発が進んでいます。また、地域のエネルギー需給

を最適化するスマートグリッドの構築においても

ＬＩＢは欠かせない電力貯蔵デバイスです。スマー

トグリッドでは従来の電力網に加え、太陽光や風

力といった自然エネルギー源を用いた電力供給が

多くなりますが、これらの発電量は天候に左右さ

れるので安定しません。そこで二次電池をグリッ

ド内に設置することにより発電変動や負荷変動を

吸収することが可能になります。電気自動車に搭

載しているＬＩＢをこの目的に利用する技術開発も

行われています。

　電池から電気を取り出す放電時にプラス極とな

るのが正極でマイナス極となるのが負極です。携

帯電話など小型機器用電池では正極にはリチウム

化合物が、負極には炭素材料が用いられています。

両極はリチウムイオンを含む電解液と接していま

す。放電時には正極のリチウム化合物が外部から

電子を受け取りリチウムがイオン化して電解質に

溶け込み、移動して負極の炭素材料表面で電子を

放出してリチウム原子に戻ります。充電時はこの

逆反応で負極に貯まっているリチウム原子が電子

を放出してイオンとなり、正極に戻り電子を受け

取りリチウム化合物に戻ります。正極にリチウム

コバルタイト（ＬｉＣｏＯ２）、負極にグラファイト

（Ｃ）を用いた場合の放電電池反応式は以下のよう

になり、約３．７Ｖで使用することができます。

〔＋極〕   ＬｉＣｏＯ２　→Ｌｉ（１－ｘ）ＣｏＯ２＋ｘＬｉ＋＋ｘｅ－

〔－極〕　 　６Ｃ＋ｘＬｉ＋＋ｘｅ－ → Ｃ６Ｌｉｘ

〔全反応〕ＬｉＣｏＯ２＋６Ｃ→Ｌｉ（１－ｘ）ＣｏＯ２＋Ｃ６Ｌｉｘ

　電極材料は電池性能や安全性から様々な検討が

されており、現在も新しい材料開発が進んでいま

す。

　当研究所では燃料電池の開発を通じ、電池評価

技術の蓄積を図ってきました。燃料電池評価技術

は乾電池など一次電池や二次電池の評価と共通す

る部分が多く、小型機器用電池であれば保有機器

を用いて充放電特性やインピーダンス特性を計測

することが可能です。市販のパソコン用ＬＩＢの定

電流充放電試験結果（２．５Ｖ－４．１Ｖカットオフ）

を示します。充電が進むにつれ電圧が上昇し、放

電を行うと電圧が下降することがわかります。ま

た、急速充放電の３倍の大電流のみで充放電する

と電池容量の２７％程度しか利用できないことがわ

かります。

　　　　充電特性　　　　　　　放電特性

　図　　ＬＩＢの充放電特性（大電流・小電流）

　

　燃料電池電極もＬＩＢ負極も炭素材料を用いてお

り、製造技術を展開することでＬＩＢ電極の研究を

行っています。通常の炭素粉を用いたり、ナノテ

クを応用した炭素材料の開発を進めています。充

電時間の短縮や大電流を必要とするモーターなど

と組み合わせる場合は大電流での充放電が要求さ

れるので、負極にはリチウムイオンが出入りしや

すい高表面積の炭素材料開発に取り組んでおりま

す。

（電子機器応用研究室　宮田　康史）
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研究紹介 リチウム二次電池の評価と開発
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　焼結含油軸受は材料内部に穴（気孔）を有する

多孔質構造の焼結体に、潤滑油を含浸させること

で注油することなく使用できる軸受です。注油が

困難な箇所や、注油によって製品の汚染を嫌う箇

所などに使用されています。具体的な用途として

は、コピー機、ビデオデッキ、掃除機などの音響・

映像機器、家庭電化製品から、自動車部品などの

一般・輸送用機械器具まで広範囲な分野で使用さ

れています。経済産業省の統計によると、２００８年

度における軸受合金の生産量は約６，３７０トン、生

産額ベースでは約１３１億円の規模です。

　この含油軸受には大別して２つの問題点があり

ます。１点目は鉛を含有している問題です。通常、

含油軸受には摺動特性を向上させる目的で固体潤

滑剤が添加されており、最も摺動特性が良好な材

料は鉛です。しかし、鉛は水に溶けやすく人体に

有害であるため、日本を始め国際的な鉛規制の動

きがあります。鉛の代替材料となる別の固体潤滑

剤を添加している焼結含油軸受メーカーもありま

すが、摺動特性は鉛より劣るのが現状です。２点

目は含油軸受に錆が発生する可能性があることで

す。含油軸受を組み込む軸の材質にはステンレス

鋼が多いため、軸への配慮から含油軸受の材質に

はステンレス鋼よりも硬度が低い青銅系や鉄系が

用いられています。この結果、保管時などに錆が

発生しやすくなります。

　当所では、平成１４年度から１６年度までの３年間、

中小企業庁から「中小企業技術開発産学官連携促

進事業」の補助金を受け、上記２点の問題点を解

決するべく「鉛無添加ステンレス製含油軸受の開

発」と題して共同研究を実施しました。この研究

では、事業化のために新たな設備投資をすること

なく、焼結含油軸受メーカーが所有している既存

の設備で製造できることを前提に開発を進めまし

た。このため、材質の選定では、現在実用化され

ている青銅系や鉄系含油軸受と比較して、成形・

焼結などの製造工程がほぼ同じで、かつ耐食性が

良好であることを考慮して、ステンレス鋼を選定

し、その中でも比較的硬度が低いフェライト系ス

テンレス鋼を選択しました。そして、気孔率（約

２０％）、圧環強度（１５０ＭＰａ以上）等を満たす焼結

条件を見出しました。

　鉛代替の固体潤滑剤の選定では、焼結温度まで

ステンレス鋼と反応して化合物を生成しないこと

が大前提でした。これが生成した場合、硬度が高

くなり軸への攻撃性が増すためです。便覧等で下

調べを行い、鉛代替の固体潤滑剤候補として６種

類を選定しました。その後、熱分析とＸ線回折パ

ターンにより化合物生成の有無を調べて、３種類

に絞りました。この３種類について、無含油状態

での摺動試験（初期なじみ）を実施し、鉛と同程

度の特性を示した硫化マンガンを固体潤滑剤に決

定しました。そして、ステンレス鋼への添加量を

１～２０ｗｔ％に変化させて、圧環強度と摺動試験

（無含油・含油）を行い、最適な添加量を見出しま

した。

　平成１６年度に補助事業が終了した後も、様々な

研究を重ね、また参画企業の努力もあり、平成２０

年４月からＯＡ機器のガイドローラ用に使用する

含油軸受として、サイズの異なる２種類の含油軸

受に採用され、生産を開始しております。

（金属技術研究室　松井　則男）
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写真１：開発したステンレス製含油軸受

研究紹介 工研発の製品・事業化事例



お知らせ 提案公募型研究の採択について

１　戦略的基盤技術高度化支援事業
　経済産業省の提案公募型事業である「平成２２年度戦略的基盤技術高度化支援事業（略称、サポイン）」
に、当所を研究実施者とする研究が６件、アドバイザーとする研究が２件採択されました。
（１）事業の目的
　我が国製造業者の国際競争力の強化と新たな事業の創出を目指し、中小企業のものづくり基盤技術の
高度化に資する研究開発から試作段階までの取組みを促進することを目的としています。

（２）研究開発期間と研究開発費
　　① 研究開発期間：２年度または３年度
　　② 研究開発費：初年度（Ｈ２２） ４，５００万円以内、２年度目　初年度の２/３以内、３年度目　初年度の
　１/２以内
（３）応募資格
　「中小企業のものづくり基盤技術の高度化に関する法律」の認定を受けた中小企業者（法認定事業
者）を含む、事業管理機関、研究実施機関、総括研究代表者、副総括研究代表者、アドバイザーによっ
て構成される共同体を基本とします。

（４）採択状況
　　①　全国：応募９７７件、採択３０８件　②　当所関連：応募１５件、採択８件

２　循環型社会形成推進科学研究費補助金
　環境省の補助事業である「平成２２年度循環型社会形成推進科学研究事業」の重点テーマ「使用済み製品
等、廃棄物からのレアメタル回収技術に関する研究」に、当所が名古屋大学、名古屋工業大学と実施する
「機能性界面活性剤を用いた気泡クロマトによる廃棄物からのガリウムの選択的回収」の研究が採択され
ました。
（１）事業の目的
　廃棄物の処理等に係る科学技術に関する研究を促進し、もって廃棄物の安全かつ適正な処理、循環型
社会の形成の推進等に関する行政施策の推進及び技術水準の向上を図ることを目的とします。

（２）研究期間と補助金交付額
　　① 研究期間　平成２２～２３年度
　　② 補助金交付額　平成２２年度５，９０７，０００円（うち市への分担額９００，０００円）

発行部数　１，５００部
無　　料　特定配布
編集担当　名古屋市工業研究所 技術支援室

発　　行　名古屋市工業研究所　名古屋市熱田区六番三丁目４番４１号
ＴＥＬ（０５２）６６１－３１６１　ＦＡＸ（０５２）６５４－６７８８
ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｎｍｉｒｉ．ｃｉｔｙ．ｎａｇｏｙａ．ｊｐ／
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法認定事業者新規採択されたテーマ

西島㈱樹脂製導光板に三次元形状の微細溝を精密加工するために、被加工面形状の機
上計測機能を具備した多軸制御工作機の開発

㈱佐藤工業所常温電解法による均一薄膜黒色めっきの開発

豊橋鍍金工業㈱、オーエム
産業㈱

高周波誘導加熱による錫めっきウィスカーの抑制技術と加熱処理の工程短縮、
省エネルギー技術の開発

㈱ミワテック、㈱三和金型超小型リレー用ベースの自動成形技術の開発

東洋樹脂㈱カーボンナノフィラーナノコンポジットによる軽量・高強度複合成形材料量産
化技術・装置の開発

寿金属工業㈱、東海精機㈱鋳放し高精度を有するアルミニウム合金ダイカスト鋳造品の生産技術の開発・
確立

㈱ホワイトインパクト、下
田工業茨木㈱軽量でリサイクル可能な自動車用衝撃吸収部品の開発（アドバイザー参画）

イイダ産業㈱ナノカーボンを用いた耐熱性・放熱性に優れた熱可塑性樹脂の開発（アドバイ
ザー参画）


